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陳 宜瑜 名誉会長 ーからのメッセ ジ
第 回世界閉鎖性海域環境保全会議名誉会長
（中国科学院院士・国家自然科学基金委員会主任）
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親愛 参加者 皆様

第 回世界閉鎖性海域環境保全会議（以下「第 回

会議」） 主催者 代表 、 年 月 日 月

日 、中国上海 開催 会議 参加 敬愛

専門家 始 皆様 心 歓迎

。

承知 、 概念 年代 初 日

本 最初 提案 、 目的 、閉鎖性海域 環境保全

管理 。産業 発展及 海域 流出 汚染物質 負

荷 、私 生活環境 人間社会 大 変

。土地利用 変化、森林破壊、植生 減少、沿岸 埋

立 、貯水池 建設 水質 悪化 、私 生活

様式 少 影響 与 。 私

経済発展 遅 結果 。現在私

直面 課題 明 厳 、近年 地球温暖

化 影響 証明 。

地球規模 地域規模 気温上昇 、環境 社会

適応力 重大 影響 及 思 。洪水 干

異常気象現象 頻繁 発生

傾向 。淡水資源 不足 偏在 降水量 、社会

持続可能 発展 深刻 障害 。

、私 人間社会 環境保護 概念 未

確立 。人間社会 、 自分 知恵

総合力 働 、 問題 対応 大

挑戦 突 。

第 回 会議 、「河川集水域 河口域（閉鎖性

海域） 調和」 新 ー 提案 。人

類 文明 河川集水域 沿岸 向 発達 、豊富 天

然資源 農業 工業 育 、近代社会 発展 、

周知 通 。 、集水域 不適切 開発 土

地利用 、私 返 。私 今、

稼 以上 支払 。

第 回 会議 ー 、急速 発展

経済 河川集水域 河口 関係 劇的 変化

事実 ー 提案 、第

回 会議 ー 生態系保全 用

世界中 類似 場所 適用

。他 会議 同様、第 回 会議 、自

然科学者、社会科学者、行政官、政府官僚、 若 学生

含 参加者 意見交換 行 、 環境

最小限 、 理解 深

ー 提供 。環境保全

ー 持 、調和 社会 追究

。

月 中国上海 “黄金 季節” 。穏 気候

緑 土地 皆様 到着 待 。皆様、 上

海 楽 下 。最後 一度、皆様 参加 「熱烈

歓迎」 申 共 皆様 計 知 貢献

楽 。

なる の

エメッ

クス の を して から

まで で されるこの に される な

る および を めとする を から いたしま

す

ご のように エメックスの は の めに

で に され その は の と

でした の び へ される と

が たちの や を きく えてしまいま

した の の の め

て の などによる の は たちの

に なからず を えてきています そのことが た

ちの を らせる となっています たちが

している は らかに しいもので の

による がそのことを しています

および での は および

の に な を ぼすように われます や

ばつといった がかつてないほど に する

にあります の や する は

の な にとって な となってきました に

もかかわらず たち において の は

だに されていません が どう たちの

と を かせて この に していくのかという

きな を きつけているのでしょう

エメックス は と

との という しいテ マを しています

の は から に かって し な

が や を て に してきたことは

の りです しかしながら の な と

が たちにしっぺ しをしています たちは

これまで いだ に っているのです

エメックス のテ マは に しつつある

アジア が と との を に させつ

つあるという をベ スに されたものでもあり

エメックス のテ マが のために いられる

べきである の した にも することができま

す のあらゆる と エメックス は

そして い

を むすべての が を い いかにして リ

スクを にすることができるかについて より を

めるためのフォ ラムを いたします というグ

ロ バルなコンセプトを った のとれた を す

ることでもあります

は では の です やかな と

の が の をお ちしています どうぞ

を しんで さい にもう の を

と しあげると に が り れない をしてく

ださることを しみにしています
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前号 ー ー 、 年 月 開催地
発表 、 年 月 論文概要募集 第

回 行 紹介 。今
号 、 後 準備状況 報告 。

年 月 国際 ー 科学・政策委員会 神
戸 開催 、 事務局長 華東師範大学・陳中原教授

進捗状況報告 意見交換 行 。招待発表者 数、
参加者数 見込 、開会式・閉会式 進 方、基調講演・全体

ー 講演者、各 内容 概要 固
。

月 日 、論文概要募集 締切日 、 途上国 研究
者 参加助成申込 締切日 、 参加登録料 早期
申込割引料金 適用 締切日 。 、論
文概要募集 、一定数 応募 、予想
機関 応募 遅 考 、締切日 月
日 延期 。 、途上国 研究者 名
助成 。
月 日、 日本 会議

国際 ー「中国沿岸域 環境保全 生態系 回復」
神戸 開催 。 月 日 中国 四川省 大地震 発

生 直後 、予定通 開催 、開会
際 犠牲者 冥福 祈 、 ー参加者全員 黙祷 行

。 、 ー 講師 名 、 関係

者 、 ー 前後 、 準備 進
、会議室 含 詳細

協議 行 。
会議 日本 始 、日本 参加者 多

特徴 。 、日本 会議
参加 、旅行社 連携 団体旅行 実施
。 、 日本委員会 ー

財団法人 環境創造協会 ー 用意 。
月 、上海 陳教授 詳細 点 会場 下

見 行 。 後、具体的 式典、全体 及
各 構成等 検討 行 、 会議本番 迎
状況 。

中国環境保護省 付属機関 中国環境科学研究院（
） 、

年 月 日 設立 。 、環境保護 関
研究 行 国立 非営利学術機関 、持続可能 開発
国家戦略 従 、環境保護 関 革新的 基礎的 科

学研究 行 。 、国 環境管理 政策決定
戦略的、予測的 系統的 技術支援 行 、社会
経済 発展段階 主 環境問題 関 技術

ー 要求 応
。 中国 環境保護政策 必要 科学的政策決定能力
強化 、重要 役割 果 。
「自然、調和、蓄積 開発」 、

、環境科学 基礎理論 応用基礎理論 先進
技術 研究開発 分野 一連 卓越 成果 上

。 業績 通 中国 主要 環境問題 取
組 、環境管理機関 設立、環境保護 関 技術規
制 標準 策定、汚染防止、制御技術 開発、生態系環境保
護対策 提案 、経済発
展 促進及 環境 配慮 社会作

重要 貢献 。
「才能戦略、科学 技術革新
戦略、 環境基準戦略」 実行
通 、 環境科学

革新的 研究 形成 。主 研究分野 、
大気環境、水環境、生態系、環境 技術、環境安
全、汚染 少 生産、 循環型経済 。現在、

研究所、 研究 ー、 技術 ー 局、
技術 ー 部 含 、全部 研究分野 箇

所 省 実験所 。科学研究 ー 人 院士、
人 教授 所属 、博士号 持 者 人以上 。 、

修士号取得 ー 、他 研究機関 協力
博士号取得 ー 、 ー流動 ー

。
河川 沿岸環境研究 ー 、 付属機関 一
。 ー 、（ ）水環境 数値 化、（ ）

沿岸部 生物地球化学 、（ ）環境計画 管理、（ ）河川
流域 沿岸 統合管理 分野 学術的 焦点 当
学術的研究 行 。 人以上 研究 ー

、内 人 研究員、 人 博士号取得者、 人 修士号取得
者 。近年、 ー 件以上 国家研究 終

了 、国家 省 「技術
先進賞」 回以上獲得 。

、 ー 地方自治体 中央
政府 政策決定 管理 多
大 支援 行 。

のニュ スレタ では に の
が で されてから に の

アナウンスメントが われたところまでを しました
では その の について します

に エメックスセンタ の が
で され の

による と が われました の
の み の め セッ

ションのテ マと セッションの の を めるこ
とができました

は の であり また の
のための の で さらには の

が される でもありました このうち
については の はあったものの され

る からの が れていると えられたため を
まで することとなりました なお の

を することとなりました
の におけるプレ としてエメック

ス セミナ における と の
が で されました に の で が
した でありましたが り することができ
に して の を り セミナ で を い
ました また セミナ の は いずれも

でしたので セミナ の において の を
めるため やホテルといったロジスティクスを めた
な を いました
エメックス は で まったため からの が
いのが となっています このため からエメックス
に しやすいように と して を してき
ました につきましても のツア
と ひょうご のツア が されています

には で と な をつめるとともに の
などを いました その な セッション
び セッションの の を い いよいよ を え
る となっています

の である
は

に されました は に す
る を なう の として な と
いう に い に する および な

を なっています また の および へ
の および な を うこと およ
び の における な に する エンジニア
リングおよびコンサルテ ションの に えることをしていま
す このように の に な
の において な を たしています

そして というコンセプトのもと
は の とその および

の の において の した を げてきま
した それらの を して における な への
り みにおいて の に する
および の の
の というように

の び に した
りに な をしてきました

および
そして の

を じて は にお

いて な システムを してきました な は
エンジニアリング

の ない および です
には つの つの センタ つの サポ ト
そして つの サ ビス を め で の と
の レベル があります チ ムには の
の が し を つ は います また

つの コ スと の との による つの
コ ス そして つのポストドクタ ステ ショ

ンがあります
および センタ は の の

つです センタ では システムの モデル
の プロセス と

および の の つの に な を てて
を なっています からなる グル プが

あり は は は
です センタ は の プロジェクトを

し および レベルで
を しました

また センタ は や
の や においても
な を なっています
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中国環境科学研究院 水環境研究所所長 鄭 丙輝
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－ － － － 海 海 環 環 境 境 学 学 習 習 国 国 際 際 交 交 流 流 の の と と 

■ ■ プログラム 
＜基調講演＞ 

＜ ＞ 

ゲリ ヒ ス 

ウェイン ベル 

ピ ア ム サ ッ ク メ ナ サ ウ ェ イ ド 

ジャンポ ル デュクロトワ 

ー・ ー 

・ 

張 

川井 浩史 

・ 

ー ・ 

チェサピ ク トラスト 

チェサピ ク における メリ ランド の 
の が の 

ワシントン カレッジ 
センタ 

パネリストと タイトル 
センタ 

に があるのでしょうか 
センタ 

センタ 
での プログラム 
の と の 

タ イ タ イ 
タイにおける の について 

ハル フランス 
ヨ ロッパにおける について 
イギリスとフランスでの から た 

の に して の な であるチェサ 
ピ ク における を るとともに での を 
じて られたノウハウ について すること 
に よ り の の を る こ と を に し ま し た 

エ メ ッ ク ス セ ン タ で は に で さ れ た 
の リレ シンポジウムの として と 

に セミナ を いたしました 
まず に の と というテ 

マ で の に し て の な で あ る チ ェ 

サピ ク における を るとともに での 
を じて られたノウハウ について するこ 
とにより の の を ることを にエメック 
ス セミナ を しました 

は に している や に の い 
が されました セミナ では チェサピ ク にお 
ける に する その のパネルディスカッショ 
ンにおけるタイ フランスの に する 

を して と が を いました 

が わりつ 
つあります エメック 
スセンタ が 

で べられたよう 
に そ の の は 

を いて い た 
ちの への 
を めようということ 
で あ り そ の に あ っ 
たのは は から 
つ い て く る と い う え で し た や 

と い っ た キ ワ ド は エ コ ロ ジ カ ル な の 
に を けるものでした しかし は 

な になりつつあります それは に かっていた 
を させて それから ざけるような みであり い た 
ち が と を つ を か し て い ま す 
や させ る とい った しい キ ワ ドは 
の をシステムの として る より い から てき 
た です このセミナ では な や の え に 
られる の わりつつある について を ないまし 
た 

を なったのはゲ リ ヒ ス でした は 
メリ ランド の を した 

の です はチェサピ ク トラスト 
プログラムの を めています ヒ ス は で 
ごす が くなってきている い たちに に する 
を えることの しさを り し べました そして が 
の を し そのことによって が や 
の の をする に が がることを する 
を しました への が まるとその に に 
が くだろうとの の は ずしもそうではないことがわ 
かりました には だけではなく を める 
ための の な を するための な 

のスキル そして らの が に を えることがで 
きるのだということを じることができるより な が 
です は の システムが が 

に している に なくとも は な 
プ ロ グ ラ ム を す る こ と を づ け る 

を しました ヒ ス は の えば ちこ 
ぼれ など が を 
これまで に カリキュラムの に く み むための し 
い を していると えています な 
プログラムを するための となるのは だというのが 
の な えです しかし はまた のプログラムという 
ものは が で んでいることに のある の 
フ ィ ル ド を す る を え る セ ン タ や 

とのパ トナ シップで なわれたときに も があることも 
めています 
ヒ ス の え はセミナ のパネリストに されました 
の センタ の は いくつかの 

において がいかに の な に み まれてい 
るかについて しました は このプロセスがゆっくりと 
したものにならざるを ない その は を としな 
い のほとんどが の に しくないからだと べ 
ました さらに を じてではなく を じての を 

ー 湾 環境学習助成 
事業共同議長（米国） 

“ ー 湾 環境学習： ー 州 
学生達 実践中 取組” 

座 長： ・ 環境社会 
ー 上席講師（米国） 

講演 ： 
華東師範大学環境教育 ー准教授（中国） 

“環境学習 本当 効果 ？ ” 
神戸大学内海域環境教育研究 ー 
教授・ ー長（日本） 

“大阪湾沿岸 環境教育 
海藻類 生物多様性 沿岸生態系 修復 ” 

） 王 立 研 究 院 副 院 長 （ 
“ 海 環境学習 ” 

大学 名誉教授（ ） 
“北西 ー 環境学習 

経験 得 知識 ” 

海 環境学習 関 米国 代表的 閉鎖性海域 
ー 湾 最新情報 得 、各国 実践事例 
通 得 ・課題・方策 意見交換 

今 後 環 境 学 習 方 向 性 探 目 的 開 催 。 
国 際 ー 、 月 神 戸 市 開 催 環 
境大臣会合 開催記念 ー 一環 月 
月 国際 ー 開催 。 

月 日（水） 「海 環境学習 国際交流」 ー 
、 海 環 境 学 習 関 米 国 代 表 的 閉 鎖 性 海 域 

ー 湾 最新情報 得 、各国 実践事例 
通 得 ・課題・方策 意見交換 

、今後 環境学習 方向性 探 目的 
国際 ー 開催 。 
当日 、環境学習 従事 方 環境学習 関心 高 方 
多数参加 。 ー 、米国 ー 湾 
環境学習 関 基調講演、 後 

・中国・日本・ 環境教育 関 事例 
紹介 通 講演者 参加者 意見交換 行 。 

環境学習 変 
。 
ー専務理事 

冒頭 述 
、 元 来 目 的 、 
知識 用 若 人 

環境 問題意識 
高 
、 基 礎 
、行動 後 

考 方 。 「 保 全 （ ） 」 「 修 復 
（ ） 」 ー ー 、 地 域 社 会 
苦境 注意 向 。 今日、環境学習 社会的 
義務 。 、野外体験 向 傾 

向 逆行 、 遠 試 、若 人 
環 境 一 体 感 持 能 力 脅 。 「 保 護 （ ） 」 
「持 続 （ ） 」 新 ー ー 、人 間 
共同体 一部 見 、 広 観点 出 
言葉 。 ー 、様々 機関 政府 考 方 見 

、環境学習 変 姿 議論 行 
。 
基調講演 行 ー ー・ ー 氏 。彼 米国 
ー 州教育省（ ） 教育長補佐 最近退職 環 

境学習 専門家 。現在 ー 湾 環境学習助 
成 共同議長 務 。 ー 氏 、野外 過 

時間 益々短 若 人 環境 関 知 
識 伝 難 繰 返 述 。 、環境 
授業 背景 提供 、 児童生徒 科学 科学以 
外 分野 勉強 際 学習効果 上 証明 研究 
紹介 。環境 関心 高 後 自動的 行動 
続 当初 想定 、必 

。児童生徒 、知識 、感受性 高 
本物 野外体験、複雑 問題 理解 高度 問題 

解決 、 彼 行動 本当 世界 変 
信 強力 根拠 必要 

。 各自治体 学校 、児童生徒 小学校、 
中学校、高等学校 就学 間 少 一回 総合的 
環 境 学 習 提 供 義 務 「 環 境 学 習 条 例 」 

採択 。 ー 氏 、最近 教育改革、例 「落 
防止 法」 （ ） 、環 境学 習 
以上 学校 中 深 組 込 新 

機会 提供 考 。総合的、学際的 環境学 
習 実現 中心 学校 
彼 明確 考 。 彼 、学校 

、児童生徒 教室 学 関係 本物 環 
境 ー 体 験 機 会 与 環 境 学 習 ー 

ー ー 行 最 効果 
認 。 

ー 氏 考 方 ー 支持 。 
上海 華東師範大学環境学習 ー 張 氏 、 学 
科 環境学習 中国 正式 教育 組 込 

紹介 。彼女 、 
得 、 理由 環境学習 専門 

教育者 環境学習 話題 詳 述 
。 、体験 通 講義 通 知識 伝 
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－－ －－中中国国沿沿岸岸域域 環環境境保保全全 生生態態系系 回回復復ににおおけけるる とと のの

達 伝統的 方 工夫 加 、児童生徒 自
然環境 親 必要 。 今起
変化 末頼 。 児童生徒
馴染 地元 環境問題 重点 置 。

神戸大学 理学部教授 川井浩史博士 、若 人 環
境 理解 深 努力 学術研究者 立場 彼
観点 述 。彼 経験 、沿岸近 地域 住 大部
分 人 自分 沿岸系 構成 一員 認識

、自分 毎日 活動 水質 悪化 生物多様性 減少
結果 関係 気 。

川井博士 人々 環境 関係 考 素材
海藻 使 、体験型 ー 活動 通 沿岸 藻類個体群
対 水質汚濁 影響 明 。
経験 通 、人々 沿岸 強 関心 持

、沿岸 生態系 健全性 沿岸 住 人々 健康
関係 理解 。
国 大学科学部教授 ・
博士 紹介 経験 、川井博士 経験 似 。

特 、 大学 、小・中学校 教諭訓練、
教材、 児童生徒 本物 環境体験
ー 通 、環境学習 良 手助

強調 。
「問題意識」 重要 ー ー 。

最後 、英国 大学名誉教授 ー ・
博士 、他 発表 内容 多 ー

開 第 回 会議 関連 紹介 。第
回会議 「青少年環境教育交流」 、
環境学習 成功 関 私 思 挑戦

「青少年環境教育交流 宣言」 特 力 入 紹介
。

彼 、学校 行 ー ー
主体 ー 、相互 関連

、 内容 、少 地
球全体 問題 同 、地元 環境 対 生徒 理解
深 、問題意識 高 結論

。 、環境学習 地域社会 教
、積極的 地域社会 働 教育 中

参加 大切 。地域社会 人々 地元 環
境 質 向上 上 重要 役割 果 、環境学習
彼 自信 持 手助 。

博士 、行政 境界 、 国境 超 幅広 提

供 、 効果的 環境学習 実現 向 、
情報、例 共有 、 ー

有効 手段 述 講演 締 。
米国 ー 、 ・ ・ 上
席講師 司会進行 聴衆 間 興味深 質疑応答 行

。主 結論 以下 通 。
） 若 人 大人 含 地元 環境 親

、野外 体験 勝 。
） 環境問題 脅威 伝 避 。

生 「 嫌 」 環境破壊 是正 推進
、環境 対 敵愾心 生 。児童生徒 、

地元 環境問題 解決 方法 教 、地球全体
環境問題 対 無力感 持 。
最後 一 疑問 出 。「親 果 役割 何 」

。 、親 ー 関与 持続可
能性 目標 永久 達成

全員 一致 。私 自身親 、私
次 世代 作 環境 彼 再生 、保護

、 将来 世代 資産 維持
知識、道具、 彼 受

、私 責任 。環境 私 子供
孫 重荷 。 今日

環境学習 究極 目標 。

国際 ー 、中国・上海市 開催 第
回世界閉鎖性海域環境保全会議（ ）

、 月 日（金） 国際 ー「中国沿岸域 環境
保全 生態系 回復」 神戸市 開催 。

ー 、昨年 月 国際 ー 「黄海・東
海 流域 沿岸域 統合管理 構築 向 」（天津市） 続

、 月 神戸市 開催 環境大臣会合
開催記念 ー 一環 行 。

開 中国 海洋環境問題 対象 、中国 海
洋環境保全 現状、黄海・東 海 日本近海 影響
懸念 長江 汚濁負荷、長江河口部 崇明島 生

態系回復
興味深 講演

続 、 後

、講演者 参
加者 間 活発
意見交換 行
。詳 次 ー
報告 覧
。

するという なやり に を えて がより
に しめるようにする があります それでも きて

いる は もしいものです それはカリキュラムが
により みのある の に を いているからです

の である は い たちの
への を めるために している の から
の を べました の では くの に む
の たちは たちを を する だとは してお
らず たちの の が の や の と
いった に していることに づいていないということです

は と との について えるための として
を い のフィ ルド を じて の

に する の を らかにしようとしています これら
の を じて は により い を つようになって
きており の の が に む の にどれ
ほど しているかをより するようになってきています
タイ チュラロンコン のピアムサック メナサ

ウェイド が した は の とも ています
に タイのいくつかの と が の

カリキュラム そして が の ができるナ
レッジセンタ を じて をより いものにする け
をしていることを しました これらのプログラムのそれぞれ
において が なキ ワ ドとなっています

に ハル のジャンポ ル デュクロトワ
が のパネリストが した の くをフランスのカ

ンで かれた エメックス との で しました
における セッションと これま

での プログラムの に する たちの いに した
セッション に に を れて し

ました
は で なわれるフォ マルなプログラムとセンタ や
が となるインフォ マルなプログラムは に

するものでなくてはならず プログラムの は なくとも
の と じくらい の に しても の が

まり を めるものでなくてはならないと づけま
した さらに は について えるだけではだめ
で にそれらの に きかけて プロセスの に

してもらうことが です の こそが の
の を させる で な を たすのであり

は らがそうする を つよう けをすべきなのです デュ
クロトワ は の や さらには も えて く

できる より な プログラムの に けて ア
イデアや を するために インタ ネットがかつてな
い な になりうることを べて を めくくりました

メリ ランド ワシントン カレッジのウェイン ベル
の により との で い が なわ

れました な は の りです
い たちや も めて の により しんでもらう

ためには での に るものはない
を のように えるのは けなければならない

それから じる エコ い は の を するどこ
ろか に する を じさせてしまう は

の を する を えられないと の
に して を ってしまう

に つ が ました の たす は か という
ことです これについては のサポ トや なしには

という は に することができないだろうというこ
とで が しました たち でもありますから た
ちが の のために ってきた を らが し する
だけでなく さらに の の として していくことが
できるような そしてコミットメントを らが けら
れるようにするのは たちの です が たちの た
ちや たちにとって になってはいけません これこそが
の の の です

エメックスセンタ では で される
のプレイベントと

して に セミナ における
と の を で しました
このセミナ は の ワ クショップ シ

ナ の の の に けて に
くプレイベントであり に で された
の リレ シンポジウムの として われたものです

が かれる の を に の
の シナ のみならず への

も されている の にある の

プロジェク
トなど い
が き その のパ
ネルディスカッショ
ンでも と

との で な
が われま

した しくは ペ
ジの をご くだ
さい

NGO
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■ ー ■セミナ プログラム
＜講 演＞

＜ ＞

翁 立達

鄭 丙輝
徐 開欽

渡辺 正孝

陳 中原

徐 開欽

長江水利委員会科学技術委員会委員・教授、
長江技術経済学会秘書長

“長江河口域 生態 環境”
中国環境科学研究院水環境研究所長

（代理発表） （独）国立環境研究所主任研究員
“中国 海洋環境保全 陸域汚染対策 現状”

慶応義塾大学環境情報学部教授
“長江 汚濁負荷 河口域 黄海・東 海 海
洋環境 及 影響”

華東師範大学地理学部教授
“崇明島 生態系回復 ”

「閉鎖性海域 環境保全 係 国際交流 今後 展開」
ー ー ：

ー 、今年 月 上海市 開催 第 回世界閉

鎖性海域環境保全会議（ ） 、昨

年 月 国際 ー 続 中国 沿岸環境問題 取 上

。今回 中国最大 世界第 位 河川 長江

焦点 当 、河口域 生態系 長江 汚濁負荷 現状

報告 。 ー 題 講演 、最後 講演者

行 。

長江水利委員会科学技術委員会委員 長江技術経済学会秘書長

翁立達教授 講演「長江河口域 生態 環境」 、国

内 排水 ％以上 流入 長江 水質 近年 経済・社会

発展 年 悪化 、汚濁 影響 、水

門 建設 生物多様性 支 生物 生息環境 危機

瀕 述 、生態系 危機 象徴 、「水

」 言 絶滅 報告

。 、河口域 関 、中心部 水質 良好

岸近 汚濁 進 、富栄養化 赤潮 頻

発、三峡 建設 水利用 増加 流量 減少 塩水 遡

上 、河口域 環境問題 事例 報告 。

中国環境科学院水環境研究所 鄭丙輝所長 講演「中国 海洋

環境保全 陸域汚染対策 現状」（鄭所長 急遽来神

、国立環境研究所 徐開欽主任研究員 代理発表）

、渤海、黄海、東 海、南 海 連 総面積 万 、

海岸線総延長 中国 海洋環境 、水質、底質

汚染状況、高潮 赤潮 影響、河川 、栄養塩、重

金属 負荷 状況、環境 現状 報告 、

問題 対処 法体系（中華人民共和国海洋環境

保護法 ） 説明 。 、海洋環境保全 行

動 、産業系汚染源 移動体汚染源 抑制、水産養殖業 伴

汚染 抑制、石油・ 資源開発 伴 汚染 抑制、海岸・湿

地 海浜観光資源 保全 計画 紹介 、汚染物総量規制

実施 環境教育 重要性 強調 。

慶應義塾大学環境情報学部 渡辺正孝教授 講演「長江

汚濁負荷 河口域 黄海・東 海 海洋環境 及 影響」

、現地調査 ー 解析結果 長江 環境問題

浮 彫 。 、長江流域 土砂流出 関

、多数 衛星画像 用 現状 説明 、 対処

中国 実施 退耕還林（開拓 耕地 森林

戻 ）施策 効果 、抑止効果 程度期待 解析

結果 得 紹介 。流域 、 施

肥 関 解析結果 溶存態珪素濃度 情報 、流域 東

海沿岸域 植物 相 変化 、鞭毛藻 藍藻

赤潮増加 可能性 指摘 。 、長江河

口域 東 海沿岸域 変化 日本近海 波及 指摘

。

華東師範大学地理学部 陳中原教授 講演「崇明島 生

態系回復 」 、長江河口 形成 崇明

島（東西 、南北 ～ 、人口約 人） 取 上

、崇明島 自然 人 歴史 人類活動 環境

紹介 。環境 関 、三峡 建設

堆積物 減少 上海市 汚濁負荷 具体的 ー

述 。生態系再生 試 崇明島 ー

計画 報告 、 世界公園計画 一環 子供

環境教育 一大拠点 内容 紹介 。

後半 、国立環境研究所 徐開欽主任研究員 ー ー

、「中国沿岸域 環境保全 係 国際交流 今後 展開」

言 観点 、具体的 展開 場 役割

行 。

翁教授 、「長江河口 環境問題 長江全体 問題 一体

、 解決 向 瀬戸内海 事例 学 交流

」、渡辺教授 、「 通 長江 問題 中日

共通 課題 願 。長江 流出水 日本 沿岸

域 環境 影響 及 明 、国 緊密

対処 重要 」、 事務局長 陳教授

、「会議 国、 ～ 名 参加者 予定 、

中国 各 責任者 出席 十分 意見交換 機会

。問題 解決 産官学 連携 必要 、多 方 参

加 期待 」 旨 発言 。

会場 参加者 活発 質問 出 、最後 、徐主任研究

員 、「今日 ー 出 問題 、 是

非議論 。 通 出 合

」 締 、 ー 盛況 終了 。

ー 通 、中国 海洋汚染 長江 汚染問題 中

国一国 問題 、 解決 日本 始 国際的

協力体制 不可欠 、改 浮 彫 。

の と

の における の

からの が および シナ の
に ぼす

における プロジェクト

の に る の の
コ ディネ タ

このセミナ は に で される

のプレイベントであり

の ワ クショップに き の が り

げられました は で の である に

が てられ の や からの の が

されました セミナ では の があり に

によるパネルディスカッションが われました

で

でもある の の と では

の の が する の が の の

により ごとに していることや の やダム

などの により を える の が に

していることが べられ の の として の

パンダ と われるシロイルカがほとんど したことが さ

れました また に しても の はまだ だ

が くでは が んでいることや による の

ダム など の による の と の

など での の が されました

の の の

における の が でき

なくなったため の が

では シナ シナ と なる

の の について

の や の からの

などの の モニタリングの などが され

これらの に するための

など が されました また のための

として や の に

う の ガス に う の

や の などの が され

の や の が されました

の の からの

が および シナ の に ぼす

では やシミュレ ション から の

が き りにされました まず における に

しては の を いて が され これに す

るため で されている された を に

す の について がある できる

が られたことが されました における の

に する や の からは や シ

ナ において プランクトン が し や

の の があることが されました また

や シナ での が へも するとの

もなされました

の の における

プロジェクト では デルタに された

が り げ

られ における と の や による スト

レスが されました ストレスに しては ダム

による の や からの が なデ タで

べられました の みについては ジオパ ク

が され の の として た

ちの の にする が されました

では の のコ ディネ

トにより の に る の の

と う から な の となる の につ

いてパネルディスカッションが われました

からは の は の と

のものであり その に けて での を び し

たい からは を して の が

の となることを っている の が の

の に を ぼすことは らかであり レベルで に

することが である の である

からは には ヶ の を しており

の レベルの も するので な の が

ある の には の が であり くの の

を する といった の がありました

の からも な が され に

が のセミナ で された について で

をしたい ディスカッションを してアイデアを し い

たい と めくくり セミナ は のうちに しました

このセミナ を じて の や の が

のみの ではないこと その には を め

な が であることが めて き りになりました

ディスカッション
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バランロンポ島

バランロンポ された島 凍結 時間－

6
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年 月中旬、共同研究 打 合 、

第 大 島 島（ 最大

島 島）南西端 街、 （

） 大学 訪問 。

年代 地 治 街

新 名前 、現在

両方 名前 使 。

空港 着 驚 。折 雨

季 初 、激 降 。空港待合室 出

口 傘 少年 並 。何 思

、私 出迎 大学 助教授 、

自然 二人 少年 指名 。少年 一人 私 傘 差 出

、 一人 助教授 傘 差 出 、 人 並 、駐車

場 向 歩 始 。 少年 傘 我々 預 、二

人 雨中 、我々 。

少年 空港出口 駐車場 車 傘持 。

助教授 自家用車 到着 傘 返 彼 、少年達 一人

（約 円） 渡 。少年達 非常

顔 礼 言 、 空港 待合室出口 戻 。

昔、私 子供 少年 日本

気 。

翌日、大学 特別講義 行 、滞在 日目 、

港 、借 上 漁船 分 沖合

島 訪 。 島 大学 臨海実験所

見学 。 島 周囲 、海抜

小 島 、植生 豊 地下水 豊富 、

昔 漁業 貿易 従事 多 人々 住 、

現在 世帯・ 人 人々 暮 。島人 生活

豊 、家 造 。家 建設 用

材木 、対岸 島 運 。

臨海実験所 見学 後、島 中 散策 、

懐 気分 。多 子供 歓声

、 割 生活 音 聞 。私 子供

頃 日本 集落 子供 歓声 生活 音 満

。 、 時間 凍結 残

錯覚 覚 。

現在 日本 住宅街 昼 夜 物音 。子

供 家 引 、 家庭 音 出 作業

、布団 除 、 行

。

島 散策 、小 食堂 立

寄 。今回 訪問 世話

大学 助教授 学生時代、夏 臨海実習 時下宿

家 。当時 現在 、大学 臨海実験所 宿

泊施設 、学生 島 各家庭 夏 間下宿

。私 日本 来 聞 才

家 主人 、「 」、「 」 片言 日本

語 私 握手 、大 声 「君 代」

歌 、 完璧 歌 終 。思 私 拍手

。聞 、 家 主人 小学校低学年 時、

島 日本 兵隊 、 年余 島 支配 、島民

日本語 日本 歌 教 。

年以上 昔 覚 外国語 歌 、日本人 訪

僻地 島 、

記憶 ？私 小学校 校歌 今

歌 、 他 当時 歌 関 全 思 出 。

第二次世界大戦時、日本軍 小島

、現地 人 年以上経 「君 代」 覚

付 合 思 、戦争 軍隊

種 不気味 覚 。

私 海洋学者 名前 、太平洋

洋 向 通過流 流

海峡 名前 馴染 深 。

海 海 通 海峡 南出口 。

通過流 暖 太平洋北西赤道海域 冷

洋北東赤道海域 海面差 駆動 。

通過流 地球規模 気候変動 敏感 、

時 西太平洋赤道海域 暖水 東 輸送 、海

の ち わせのために インド

ネシア の きな であるスラヴェシ ちなみに の

はカリマンタン にある マカッサル ウジュ

ンパンダン のマカッサル を した ウジュンパンダ

ンは にこの を めたスルタンがマカッサルの に

つけた しい で はマカッサルとウジュンパンダン

の の が われている

マカッサル に いてまず いたことがある から

の めで しいスコ ルが っていた の

に をさした が んでいる をしているのかなと っ

たら を えてくれたマカッサル の は ごく

に の を した の が に を し

し もう は に を し し は んで

に かって き めた すぐに は を に け

ではしゃぎながら をスキップして についてくる

この たちは から の までの ちなのだ

の に して を した は に

ずつ した は にうれしそう

な をして を い また の に っていった

が のころはこのような のアルバイトが で

もあったような がする

で を って は マカッサ

ルの から り げ で ほどの にあるバランロ

ンポ を れた この にあるマカッサル の

を するためである バランロンポ は

の さな であるが が かで が なため

から や に する くの が みついていて

も の が らしている の

は かで の りもしっかりしている の に いる

は のカリマンタン から んでくるそうである

を した の を していると なんと

も かしい になってきた くの の があがって

いて まき りのような の が こえてくる の

の は の もこのような の と の に ち

ていた まるで かつての が したまま されている

ような を える

の の は も もほとんど がしない

は に きこもり それぞれの で が るような

は たたきを いて ほとんど われていないのではな

いか

のメインストリ トを していて さな に ち

った のマカッサル の をしてくれたマカッサ

ル の が の の をしてい

た だという は のように の に

がなかったので は の に の して

いたのだそうだ が から たと いた くらいのこ

の の は こんにちは ありがとう と の

で と をすませるやいなや きな で が を

いだし ほぼ に い わった わず は をして

しまった くと この の が の この

に の がやってきて り を し に

や の を えたとのことであった それにしても

も に えた の を がめったに ず

れることもないこのようなインドネシア の で きちん

と しているものだろうか は の なら でも

えるが その の の に しては く い せない

はこのような にもやってき

て の が っても が を えているよ

うな き いをしていたのかと うと と というも

のにある の さを えた

たち にとってマカッサルという は

からインド に かうインドネシア が れるマカッサ

ル という で が い ここマカッサルはセレベス

からジャワ に じるマカッサル の にあたる

インドネシア は かい と たいイ

ンド の で される

インドネシア は の に で エル

ニ ニョの は の が に され

２

－

４

３

－

２

－

Rp

km

m

九州大学応用力学研究所 教授 柳 哲雄
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東京湾 環境 修復 市民 役割における の と の

財団法人港湾空間高度化環境研究 ー 専務理事 細川 恭史センタ

科学・政策 動向（ ）の ２

バランロンポ のメインストリ ト

と ぶバランロンポ の

島

牛 遊 島 子供達

－

7

面 低 、通過流 弱 。逆 時 東太平洋赤道海域

暖水 西太平洋 輸送 、海面 高 、通過流 強 。問題 地球

温暖化 進 、 通過流 、 。

温室効果 排出

最悪 結果 、

（

） 予測

正 、 年 世界

中 平均水面 近 上昇

、

島 消滅 。

、私 一体何

？何

？

東京湾 環境修復 、国 湾岸自治体 横断的

連携 「東京湾再生推進会議」（平成 年 月）

検討 進 。「東京湾再生 行動計画」

平成 年 月 策定 、共通 目標 掲 、各行政部局

政策 。陸域 負荷削減・海

域 環境改善対策・環境 、主要 柱

。

平成 年 月 、行動計画 年 取 組

中間評価 、更 取 組 新 取 組

。現在、国及 自治体 財

政難 。地域経済 順調 。

、改善・修復事業 展開 遅

、経常的 環境 予算確保 厳

。

環境 修復 再生 「自然 持 対応時間 合 、時

間 実施 」 、全体計画

何 心配 。 、共通目標

下 各部局 改善努力 重 全体 修復量 数値

目標化 進行管理 計画手法 、改善効果

監視 計画全体 見直 順応的 対応

策 考 、財政 困難 中 細 心

配 。「縦割 行政 中 、個別部局 担当事業

効率的 実施 、環境配慮 余計 経費

支出 。」 「個別事業 単目的化」 声 、「法

的強制 市民・企業 負担 。税

金 使 。」 「総合的環境管理 放棄」 声 高

私 心配 。

？中間評価 、 ）多

様 主体 連携・協働、 ）重点 ・ ー

市民参加型 取 組 、 ）実験的 取 組

、 新 推進 。民間主導 新

組織設立 積極支援、 具体的提示 見 。

提案 、「日々 市民生活・企業活動 湾 環境

結 気 。」「 理解

、湾 環境改善 主人公 。」

考 、湾域管理 提案 読

。

私 属 （財）港湾空間高度化環境研究 ー

（ ）（ ） 、

、民間主導 「東京湾 環境

行動 会」 立 上 運営 手伝 積極的

。 、「 海岸 昔 知

恵 沿岸資源 共同管理 。」 、東

海岸 地域 ー 管理実践 積 国際機関

（ 、 ） 第 回 ー ー

会合（ 月 東京 開催） 注目 。

、「里海」型 地域社会形成 関連 。

官 ー ー 基礎 市民 社会参加 動

出 。

が くなるために は くなる にラニ ニャの は の

が に され が くなるために は くなる は

が むと インドネシア がどうなるかだが それはよくわかっていない

ガス シナリオ

が の をたどり

の

が しいと には

の が く

するので このバランロンポ

は してしまう そうさ

せないために に が

できるのだろう をしなけ

ればならないのだろう

における は や が に

した により

が んでいます のための を

に し の を げ ご

との をとりまとめています からの

における モニタリングを な

にしています

に の ヵ の り みについて

をおこない なる り みと しい り みを

おこなうとしています び はいずれも

にあえいでいます も ではありません

このため の テンポは くなりがちで

あり な モニタリングの も しくなっ

ています

の や を の つ に わせ

をかけて すること は がしっかりあれば

も することではないでしょう しかし の

で がそれぞれ を ね の を

して をするという や を

しながら を してゆくという な

の えが の さの でやせ ってくることが

です り の では は のみ

を に すればよくて などの な

をするな との の の や

により のみの でおこなえばよい

を うな との の の が ま

ることを は しています

さてどうしたらよいでしょうか では

な との エリア アピ ルポイ

ントにおける の り み な り

み などを に しようとしています の し

い への などの も られます

こうした は の と の

との びつきに づいてもらうこと このつながり

のもとで の の になってもらうこと

と えると のガバナンスについての と め

ます

の している センタ

は これまでの

いきさつもあって の の をよくする

ために する の ち げと のお いを

にすすめています また アジアの では からの

で の をしてきたはずだ と アジ

アの で ベ スの を んできた

の パ トナ シッ

プカウンシル に で にも しました

いずれも の に しています

とのパ トナ シップを にした の が

き しています

－
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Intergovernmental Panel

of Climate Change
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WAVE http: www wave or jp

PEMSEA www pemsea org
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※ ー ー 再生紙 利用 。

賛同 協力、 参加 心 待 。 、 近 方 是非、本会 紹介 。

※入会 希望 方 、国際 ー事務局 問 合 。

このニュ スレタ は を しています

ご いただけるみなさまのご ご を よりお ちしています また みなさまのお くの にも をご ください

を される は エメックスセンタ までお い わせください

事務局 知からのお らせ

《年会費》 《特 典》

投 稿 募 集

編集・発行及 連絡先

１００ ０００
３０ ０００
１０ ０００

,
,NGO
,

円団 体 会 員
円団体
円個 人 会 員

１

２
３

当 ー 主催 共催 ー等 優先的 参加
。

当 ー 有 最新 情報 提供 受 。
当 ー 実施 調査研究 形成 参加 。

閉鎖性海域 関 研究 活動、会議、図書等 情報提供 待 。（謝金・原稿料 。）

財団法人 国際 ー

センタ が または するシンポジウムセミナ に に
することができます
センタ が する の の を けることができます
センタ が する プロジェクトの などに できます

に する や の をお ちしております はありません

エメックスセンタび
651-0073 1 5-1
TEL:078-252-0234 FAX:078-252-0404
HP : http://www.emecs.or.jp E-mail : secret@emecs.or.jp

神戸市中央区脇浜海岸通 丁目 国際健康開発 ー 階センタ ビル３
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午 前 午 後 夜

月 日（月） 開会式・基調講演 全体 ・ 歓迎 ー

月 日（火） （口頭発表）
（口頭発表）

（口頭・ ー発表）

（口頭・ ー発表）
（口頭・ ー発表）

（口頭・ ー発表）
特別 （ 技術）

月 日（水） （口頭発表）
（口頭発表）
（口頭発表）
（ ー ）

（口頭・ ー発表）
（口頭・ ー発表）
（口頭・ ー発表）
（口頭・ ー発表）
（ ー ）

月 日（木） （口頭発表）
（口頭発表）

閉会式 ー ー

国際 ー 東 海域環境管理 ー ー （
） ー ・ 年 月 協力文

書 交 、 非政府 ー ー 一員 東 海域 持続可能性 実現 向
事業展開 実施 。

、 年 国連開発計画（ ） 設立 東 及 東南 海域 海洋
開発 海洋環境 保全 調和 持続可能 開発 枠組 、事務局 ー ・

・ 設置 。 年 調整組織 自立 協力
組織 転換 図 、 国 政府 ー ー（ 、中国、北朝鮮、 、日本、

、 、韓国、 ー 、東 ー 、 ） 非政府 ー ー 参画 。
年 月 日～ 日 ・ 開催 「東 海域会議 」 、持続

可能 沿岸域及 海洋開発 関 国際会議、大臣会合、 ー ・ ー 、技術展示会等 多彩 事業 検討
、国際 ー 参画 予定 。写真愛好家 人 ・ 、 年 月末

写真 募集 。詳細 ー ー 覧下 。（ ）

： 河川集水域 河口域 調和 ～ ～
： 華東師範大学、中国環境科学研究院、国際 ー
： 年 月 日（月）～ 日（木）
： 中国・上海市 上海光大国際大酒店、華東師範大学（閉会式 ー ー）
： ： 地球温暖化 下 集水域・沿岸域 環境脆弱性

： 統合沿岸管理 生態的・社会的 対応 政策
： 大河川 水質、総量規制 管理
： 地域海 総量規制
： 沿岸科学・管理 地域協同 制度
： 地形変化 沿岸域 危険評価（ ： ー ）
： 生物生産性 生物多様性 高 新 （里海 ）
： 青少年環境教育交流 ～人 自然 環境教育・環境学習～

特別 ： 日本 中国地域 水環境修復技術（中国経済産業局）
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セッション セッション ディナ

セッション
セッション
セッション
セッション ポスタ

セッション ポスタ
セッション ポスタ
セッション
セッション ポスタ

イベント ビジネスと

セッション
セッション
セッション
セッション フィ ルドトリップ

セッション ポスタ
セッション ポスタ
セッション ポスタ
セッション ポスタ
セッション フィ ルドトリップ

セッション
セッション

さよならパ ティ

エメックスセンタ は アジア パ トナ シップ
リソ ス ファシリティと に

を わし の パ トナ の として アジア における の に けた
を していくこととなりました
は に が した アジア び アジアの における の

と の との をめざした な の みで であるリソ ス ファシリティ
はフィリピン マニラに されています にプロジェクトの から した メカニズム

への を っており カ の パ トナ カンボジア インドネシア
ラオス フィリピン シンガポ ル ティモ ル ベトナム と の パ トナ が しています

にフィリピン マニラで される アジア では
な び に する ユ ス フォ ラム の な が されて

おり エメックスセンタ も する です の にはフォト コンテストがあり まで
が されています は ホ ムペ ジをご さい

と の
エメックスセンタ

さよならパ ティ
セッション の での の
セッション における リスクに する
セッション ダイアログ と
セッション
セッション における のための モデル
セッション メガデルタの と の セッション クロ ズド
セッション と を める しいコンセプト セッション
セッション セッション と のためになる

イベント の における
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国際 ー 知エメックスセンタ からのお らせ

PEMSEA: Partnerships in
Environmental Management for the Seas of East Asia

PEMSEA

PEMSEA UNDP

: EAS Congress

EAS Congress http: www pemsea org eascongress

Harmonizing River Catchment and Estuary

IGCP APN

会議 ー
主 催
開 催 日 程
開 催 場 所

テ マ

セッション

東 海域環境管理 ー ー （ ） 参画アジア パ トナ シップ への についてPEMSEA


